
しかるより親の態度と思いやり

育て“真っ白な繭”に

春蚕（早掃掃立）の配蚕

　5月7日、鶴野内の共同稚蚕飼育所におい

て、本年度初めての配蚕（春蚕早掃掃立）が

養蚕農家に対して行われました。

　この蚕は、4月30日に掃立てが行われたも

ので、約1cmに成長した蚕は町内の養蚕農家

のうち29人（161箱＝1箱約20，000匹）に引き

とられ、5月末には“真っ白な繭”として出

荷されることになります。この配蚕も寒さの

影響で昨年に比べ、約1週閤の遅れというこ
とです。
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われと身を思ひ卑しむ眼のまへに
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ぽ
嚇
整
備
曜
進
捗
状
況
は

昭
和
5
9
年
度
は
2
7
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
本
町
の
生
産
基
盤
整
備
と
し
て
の
ほ

灘
鍵
鱗
繍
難

業
の
導
入
に
よ
り
昭
湘
伍
汁
四
年
度
か

ら
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼58年度に整備された田野々地区

　
ほ
場
整
備
は
、
農
業
の
生
産
基
盤
で

あ
る
耕
地
の
区
画
改
善
、
用
排
水
路
、

道
路
な
ど
の
整
備
、
耕
地
の
集
団
化
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
用
機
械
の
効
率

的
な
運
行
と
適
正
な
水
管
理
を
行
う
こ

と
が
で
き
、
こ
の
こ
と
は
経
営
規
模
の

拡
大
と
農
作
業
の
能
率
の
向
上
、
安
定

し
た
農
業
生
産
の
基
盤
を
築
く
も
の
で

す
。　

ま
た
、
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
労

働
生
産
性
の
向
上
、
い
わ
ゆ
る
省
力
効

果
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
施
行
前
と

施
行
後
の
稲
作
労
力
時
間
を
比
較
す
る

と
、
施
行
前
の
、
約
三
分
の
二
の
労
働

時
間
が
節
減
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。　

排
水
改
良
、
土
壌
改
良
等
に
よ
り
、

水
田
に
も
畑
に
も
利
用
で
き
る
耕
地
が

造
成
さ
れ
る
た
め
、
裏
作
の
導
入
な
ど

土
地
利
用
率
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
．
、

　
本
町
の
ほ
場
整
備
状
況
は
、
昭
和
五

十
四
年
度
か
ら
五
十
八
年
度
ま
で
に
、

別
表
の
よ
う
に
全
体
面
積
の
二
五
・
一

二
の
「
〇
四
・
七
二
診
が
整
備
さ
れ
て

「 い
ま
す
。
昭
和
五
十
九
年
度
は
、
大
谷

地
区
や
坪
谷
川
地
区
県
営
ほ
場
整
備
事

業
（
昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
実
施
）
と

し
て
、
上
野
原
団
地
な
ど
八
地
区
二
十

七
診
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
六
十
年
度
以
降
も
、
既
存
制
度
事
業

に
よ
り
約
百
三
十
鈴
の
整
備
計
画
が
な

さ
れ
て
お
り
、
今
後
な
お
一
層
の
農
業

基
盤
整
備
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
す
。
．

▼ほ場整備実施状況 （別表）

年度　整備状況（ha）

54　　　　　11．68
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春
季
子
牛
品
評
会

八
頭
が
郡
共
進
会
に

　
春
季
子
牛
品
評
会
が
、
五
月
卜
日
羽

坂
の
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　

こ
の
品
評
会
に
は
、
町
内
の
畜
産
農

家
（
寺
迫
地
区
は
別
途
開
催
）
四
レ
九

戸
が
丹
精
こ
め
て
育
て
た
生
後
八
ヶ
月

か
ら
十
ヶ
月
の
去
勢
牛
十
五
頭
、
め
す

牛
三
舞
六
頭
が
出
品
さ
れ
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
五
月
末
に

開
催
さ
れ
る
春
季
子
牛
郡
共
進
会
に
は
、

次
の
方
々
の
子
牛
が
出
品
き
れ
ま
す
．
、

▼
め
す
の
部
　
清
水
兼
光
〔
羽
坂
）
　
高

　
尾
文
子
（
福
山
）
山
本
勢
チ
〔
坪
谷
）

　
那
須
成
章
（
坪
谷
）
稲
田
稀
重
（
田
野
）

　
木
村
平
秋
（
迫
野
内
）

▼
去
勢
　
沖
田
義
則
（
田
野
）
　
浜
田
繁

賃
迫
野
内
）

、

納期の回数が増えまし勺
　　

@　

@　

ﾅ国民健康保険
巳

　
国
民
健
康
保
険
税
は
、
み
な
さ
ん
の

健
康
保
持
や
医
療
の
経
費
を
賄
う
た
め

の
「
部
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
加
入

の
世
帯
主
に
納
税
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま

す
が
、
毎
年
そ
の
税
額
も
増
え
て
い
ま

す
。　

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
の
ほ
と
ん

ど
が
、
被
保
険
者
の
医
療
費
に
充
て
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
被
保
険
者
が
医
療
機

関
に
か
か
る
割
合
も
増
え
て
お
り
、
こ

れ
ら
が
医
療
費
を
増
加
さ
せ
て
い
る
の

も
事
実
で
す
。

　
国
の
補
助
金
も
、
全
体
予
算
の
中
で

六
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す

が
、
行
財
政
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る

お
り
か
ら
、
そ
の
増
額
も
見
込
ま
れ
ず

年
々
増
え
て
い
く
医
療
費
を
賄
う
た
め

に
は
、
ど
う
し
て
も
国
民
健
康
保
険
税

を
増
さ
な
け
れ
ば
事
業
の
運
営
が
困
難

と
な
っ
て
い
ま
す

　
こ
れ
ら
の
実
情
か
．
「
つ
、
症
十
玩
年
度

の
国
民
健
康
保
険
税
は
、
前
年
度
に
比

べ
て
約
一
．
一
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
率
に
な

・
て
い
ま
す
．
．

　
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
、
昨
年
度
の

保
険
税
年
額
が
十
万
円
で
あ
っ
た
世
帯

は
、
本
年
度
は
ト
三
万
円
の
年
税
額
と

な
る
こ
と
に
な
り
ま
才
。

納
期
の
回
数
・
六
回
か
ら
八
回
に

町報とうこう鋤

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
年
税
額

が
増
え
れ
ば
当
然
、
各
納
期
の
税
額
も

増
え
て
、
納
税
義
務
者
の
負
担
も
大
き

く
ち
与
り
ま
す
．
．
．

　
そ
こ
で
、
納
期
の
回
数
を
増
や
し
て

一
回
に
納
め
る
税
額
を
少
し
で
も
軽
く

し．

ﾄ
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
従
来
六
期
へ
回
）
で
あ
一
．
た
納
期
の

回
数
を
八
期
（
回
）
に
変
更
す
る
こ
と

で
、
各
納
期
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
．

国
民
健
康
保
険
税
の
納
期

第
一
期

　
　
5
月
－
日
か
ら
5
月
3
1
日
ま
で

第
二
期

　
　
6
月
－
日
か
ら
6
月
3
0
日
ま
で

一
期
・
二
期
は
暫
定
課
税
で
、
そ

れ
ぞ
れ
前
年
度
の
年
税
額
の
八
分

の
一
相
当
額
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
所
得
割
・
資
産
割
・
被
保
険
者

均
等
割
・
世
帯
別
平
等
割
で
計
算

す
る
本
算
定
賦
課
は
、
前
年
所
得

の
確
定
す
る
六
月
以
降
に
行
い
、

調
整
し
た
税
額
が
、
第
三
期
以
降

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

第
三
期

　
　
8
月
1
日
か
ら
8
月
3
1
日
ま
で

第
四
期

　
　
9
月
－
日
か
ら
9
月
3
0
日
ま
で

第
五
期

　
　
1
0
月
1
日
か
ら
1
0
月
3
1
日
ま
で

第
六
期

　
　
1
1
月
－
日
か
ら
1
1
月
3
0
日
ま
で

第
七
期

　
　
1
2
月
1
日
か
ら
1
2
月
2
5
日
ま
で

第
八
期

　
　
1
月
－
日
か
ら
1
月
3
1
日
ま
で

　
町
で
は
、
町
民
の
健
康
保
持
や
医
療

費
増
加
を
防
ぐ
た
め
に
、
国
民
健
廉
保

険
事
業
の
中
で
種
々
対
策
を
講
じ
て
い

ま
す
が
、
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
も
、

自
ら
健
康
管
理
を
行
い
、
病
気
の
見
「
期

発
見
、
早
期
治
療
に
切
田
意
す
る
こ
と
が

医
療
費
増
加
を
防
ぎ
、
つ
ま
り
は
税
負

担
を
軽
く
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

無
．

一

　
　
　
　
　
　
げ

・
轟

6
月
1
日
・
人
権
擁
護
委
員
の
日

人
権
問
題
は

　　

@　

@
擁
護
委
員
に
相
談
を

　
日
本
国
患
法
の
大
切
な
柱
の
一
つ
一

そ
れ
は
「
基
本
的
人
権
」
の
尊
重
で
す
．

　
患
法
十
一
条
は
、
　
「
国
民
は
、
す
べ

て
の
基
本
的
人
権
の
享
有
を
妨
げ
ら
れ

な
い
。
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る

基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の
で
当
、
・
な

い
・
水
久
の
権
利
と
し
て
、
現
在
及
び
将

来
の
国
民
に
与
へ
ら
れ
る
」
と
し
て
、

わ
た
し
た
ち
す
べ
て
が
生
ま
れ
な
が
疎
・

に
持
っ
て
い
る
人
偏
と
し
て
の
基
本
的

な
権
利
を
保
障
し
て
い
ま
す
．
．

　
し
か
し
、
残
へ
．
心
な
こ
と
に
、
わ
た
し

た
ち
の
周
り
に
は
家
庭
内
の
も
め
ご
と

や
隣
近
所
と
の
い
ざ
こ
ざ
か
ら
、
婦
人

・
障
害
者
・
同
和
問
題
に
至
る
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
差
別
や
人
間
関
係
を
め
ぐ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
人
間
関
係
や
人
権
問
題
で

悩
む
人
の
た
め
に
、
人
権
擁
護
委
員
の

制
度
が
あ
り
ま
す
．
．

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
わ
た
し
た
ち
の

基
本
的
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
監
視

し
、
ま
た
人
権
に
ま
つ
わ
る
い
ろ
い
ろ

な
問
題
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
．
、
毎
日

の
生
活
の
中
で
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で

は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
す

ぐ
に
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　
六
月
「
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

で
す
．
．
こ
の
H
を
機
会
に
、
家
庭
や
職

場
や
学
校
で
、
　
“
人
権
の
共
存
”
と
は

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
そ
の
た
め
に

わ
た
し
た
ち
．
人
ひ
と
り
は
ど
う
い
う

こ
と
を
心
が
け
れ
ば
い
い
の
か
と
い
っ

た
こ
と
を
、
話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
一
．

　
本
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
と
お

〕
で
t
［
．

計
　
　
r
　
　
［

－
b

〉
雄
野

〆

篁瀬春美さん

　（小野田）

L　　　　」■Lτ　ノ

中谷芳雄さん

　（仲　深）

i匡』
橋口忠孝さん

　（寺　迫）



4＞町報とうこう

税
．
．
あ
れ
．
こ
れ

災
害
を
受
け
た
と
き
は

　　

@　

@　

@　

@　

@　

ﾅ
の
減
免
手
続
を

　
我
が
国
は
、
世
界
で
も
災
害
の
多
い

国
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
集
中
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
被
害

は
、
毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
に
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
水
害
の
多
い
季
節
を
迎
え
ま

し
た
が
、
災
害
で
苦
い
思
い
出
を
持
っ

て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
災
害
に
遭
っ
た
と
き
は
、
い
ろ
い
ろ

な
救
済
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
ま
す
が
、

税
金
の
面
で
も
い
ろ
い
ろ
な
救
済
措
置

が
あ
り
ま
す
。
所
得
税
の
軽
減
や
免
除
、

納
税
の
猶
予
、
申
告
、
申
請
及
び
納
付

の
期
限
の
延
長
な
ど
が
そ
う
で
す
。

　
　
O
　
　
　
　
　
O

　
例
え
ば
、
災
害
で
住
宅
や
家
財
の
半

分
以
上
の
損
害
を
受
け
た
方
で
、
　
一
年

間
の
所
得
金
額
が
六
百
万
円
以
下
で
し

た
ら
災
害
減
免
法
に
よ
っ
て
所
得
税
が

次
の
よ
う
に
軽
減
又
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

▼
年
問
所
得
が
三
百
万
円
以
下
の
と
き

は
、
所
得
税
の
全
額
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

▼
年
間
所
得
が
三
百
万
円
を
超
え
四
百

五
卜
万
円
以
下
の
と
き
は
、
所
得
税
の

二
分
の
一
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

▼
年
間
所
得
が
四
百
五
十
万
円
を
超
え

六
百
万
円
以
下
の
と
き
は
、
所
得
税
の

四
分
の
一
が
軽
減
き
れ
ま
す
。

灘l
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）ノ苑Y＼）ニ
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∠
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つ
ぎ
に
、
損
害
が
住
宅
や
家
財
の
半

分
以
下
で
あ
っ
た
り
、
一
年
間
の
所
得

金
額
が
六
百
万
円
以
上
の
方
で
も
、
損

害
額
が
そ
の
年
分
の
所
得
の
十
分
の
一

を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
超
え
る
金
額

は
確
定
申
告
を
す
る
と
雑
損
控
除
と
し

て
所
得
金
額
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

　
雑
損
控
除
や
災
害
減
免
法
に
よ
る
所

得
税
の
軽
減
、
免
除
は
、
最
終
的
に
は

翌
年
三
月
目
確
定
申
告
時
期
を
待
っ
て

そ
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
七
月
目
十
一
月
に
予
定
納
税
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
は
、
そ
の
予
定

納
税
の
段
階
で
も
減
免
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
つ
い
て
は
、

給
与
の
支
払
を
受
け
る
段
階
で
、
そ
の

源
泉
所
得
税
の
徴
収
猶
予
や
、
す
で
に

納
め
た
税
金
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
災
害
減
免
法
に
よ
る
減
免
か
、
所
得

税
法
に
よ
る
雑
損
控
除
か
は
、
そ
の
ど

ち
ら
か
有
利
な
方
法
を
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
軽
減
免
除
の
手
続
な
ど
詳
し
い
こ
と

は
、
役
場
税
務
課
又
は
、
税
務
署
税
務

相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

明
る
い

社
会
づ
く
り
を

民
生
（
児
童
）
委
員
に
相
談
を

　
　
お
気
軽
に
ご
相
談
を
！
。

　
民
生
委
員
（
兼
・
児
童
委
員
）
は
、

み
な
さ
ん
と
福
祉
を
つ
な
ぐ
窓
口
と
し

て
自
主
的
に
活
動
し
、
み
な
さ
ん
が
健

全
な
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
、
い
ろ
い

ろ
な
機
関
と
協
力
し
て
問
題
の
解
決
に

努
力
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
で
は
、
民
間
か
ら
十
四
名
の
方

が
厚
生
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
そ
れ

そ
れ
の
担
当
地
区
で
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
。
病
気
で
困
っ
た
時

　
・
生
活
が
苦
し
い
時

　
・
年
を
と
っ
て
身
の
廻
り
の
こ
と
が

　
　
不
自
由
で

　
・
子
ど
も
の
非
行
問
題

　
な
ど
で
困
っ
て
い
る
と
き
は
、
お
近

く
の
民
生
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

　
民
生
（
児
童
V
委
員
は
別
表
の
と
お

り
で
す
。

田
、
中
尾

田
代
栄
一

寺
迫
、
山
ノ
ロ
落
鹿

鵜
戸
木
、
日
田
尾
、

糸
平
嘉
幸

広
瀬
、
鳥
川
、
上
村

下
村

酒
井
豊
子
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
高
森
　
秀

仲
野
原
、
出
口
－
小
野
田
全
域

　
　
1
瀬
戸
彌
生

鶴
野
内
全
域
　
　
　
　
　
1

黒
木
　
均

迫
野
内
全
域

高
山
　
豊
吉
田
　
稔
甲
斐
美
佐
子

中
野
辰
己

仲
深
全
域

山
口
一
男

本
村
、
市
谷
原
、
一

谷
川
崎
、
多
重
ノ
木

　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
矢
野
賎
夫
海
野
　
篤

ご
存
じ
で
す
か

た
す
け
あ
い
金
庫
の
貸
付
制
度

　
こ
の
制
度
の
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す

か
一
。

　
こ
の
制
度
は
、
低
所
得
世
帯
の
自
立

更
生
と
生
活
意
欲
の
助
長
促
進
を
は
か

る
目
的
で
実
施
さ
れ
た
制
度
で
す
。

　
こ
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
活
用

に
つ
い
て
は
、
各
民
生
委
員
を
通
じ
て

制
度
の
周
知
、
指
導
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

▽
貸
付
内
容

　
◎
貸
付
対
象
者
は
、
町
内
に
居
住
す

　
　
る
低
所
得
世
帯
。

　
◎
貸
付
限
度
額
は
、
一
世
帯
に
つ
き

　
　
五
万
円
以
内
。

▽
償
還
方
法
及
び
貸
付
利
率

　
◎
償
還
に
つ
い
て
は
、
貸
付
け
た
日

　
　
か
ら
起
算
し
て
十
ヶ
月
以
内
と
し

　
　
月
賦
償
還
、
ま
た
は
一
括
払
と
す

　
　
る
。

　
◎
貸
付
利
率
○
％

▽
問
い
合
わ
せ

　
こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
詳
し
い
二
と

は
、
各
地
区
の
民
生
委
員
、
及
び
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。鳶導

6月4日～io日

歯の衛生週間

、

町報とうこう、
馴

一県民体育大会での「

優勝めざしで

郡代表として43名参加

　
県
民
体
育
大
会
の
東
臼
杵
郡
予
選
も

四
月
二
十
九
日
に
全
て
の
競
技
が
終
了

し
ま
し
た
が
、
本
町
か
ら
は
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
ボ
ー
リ
ン
グ
等
六

種
目
に
四
十
三
名
の
選
手
が
、
五
月
二

十
六
・
二
十
七
口
に
県
総
合
運
動
公
園

で
開
催
さ
れ
る
県
民
体
育
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
ボ
ー
リ
ン
グ
に
つ
い
て

は
、
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
県
民
体
育

大
会
の
競
技
種
目
と
し
て
取
り
入
れ
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　
各
競
技
に
参
加
さ
れ
る
選
手
に
つ
い

て
は
、
郡
代
表
と
し
て
、
ま
た
町
代
表

と
し
て
、
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た

め
に
、
優
勝
め
ざ
し
て
頑
張
っ
て
欲
し

い
も
の
で
す
。

　
各
種
目
の
参
加
選
手
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〈
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
〉
福
…
瀬
ク
ラ
ブ

平
野
宇
市
　
仁
田
弘
幸
　
直
野
義
久

矢
野
博
新
名
敏
文
直
野
岩
生
小

林
英
雄
　
是
則
三
男
　
直
野
雄
二
　
新

名
昭
男
　
植
薄
政
敏
　
直
野
健
一
　
小

林
英
明
　
川
越
重
義
　
直
野
幸
二
　
田

辺
好
文
　
戸
沢
久
利
（
小
）
　
直
野
広
義

〈
弓
道
〉

佐
藤
正
美
（
小
）

〈
サ
ッ
カ
ー
V

渡
辺
義
彰
（
鶴
）
甲
斐
．
兀
重
（
羽
）
田
原
一

義
（
田
）
藤
本
昭
則
（
鶴
）
甲
斐
米
房
（
羽
）

吉
野
秀
智
（
鶴
）
橋
口
利
博
（
小
）
新
本
賢

吾
（
鶴
）
高
山
睦
男
（
八
）
高
森
真
二
（
小
）

一
山
省
二
（
鶴
）
伊
東
健
児
（
鶴
）
黒
木
康

夫
（
鶴
）
黒
木
美
徳
（
寺
）
福
良
信
＝
小
）

平
野
徹
（
鶴
）
橋
口
厚
信
（
羽
）

〈
ラ
グ
ビ
ー
〉

清
水
邦
彦
（
羽
）

〈
ボ
ー
リ
ン
グ
〉

酒
井
孝
司
（
坪
V
海
野
良
＝
坪
）
山
崎
節

雄
（
坪
）
吉
田
憲
三
〔
田
）
岩
倉
重
徳
（
迫
）

〈
柔
道
〉

海
野
茂
実
（
羽
）

＜
練
習
に
励
む
サ
ッ
カ
ー
部

ム
．

冨
つ
、
一

職熱二
黒
嚢

；
裁
嚢
・

じ

姦
・
嚢

｝獣
三
三
役
員
決
ま
る

　
昭
和
五
十
九
年
度
の
町
婦
人
連
絡
協

議
会
、
青
年
団
協
議
会
の
役
員
が
決
ま

り
ま
し
た
。

◎
婦
人
連
絡
協
議
会

　
四
月
二
十
三
日
に
、
町
婦
協
の
新
役

員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
当
日
開
催
さ
れ
た
各
地
区
の
新
旧
役

員
会
で
、
昭
和
五
十
八
年
度
の
事
業
と

決
算
が
承
認
さ
れ
た
あ
と
、
新
年
度
の

役
員
選
出
に
移
り
新
役
員
を
選
出
し
て

昭
和
五
十
九
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算

が
承
認
さ
れ
、
新
た
な
計
画
と
し
て
九

月
に
ダ
ン
ス
講
習
会
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
昭
和
五
十
九
年
度
の
役
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。

会
長
川
原
塩
江
（
田
野
）

副
会
長
　
河
野
ト
ヨ
子
（
越
　
表
）

　
〃
　
　
歌
津
利
江
（
迫
野
内
）

　
〃
　
　
舛
田
菊
美
（
小
野
田
）

書
記
・
会
計
　
直
野
ア
ツ
ミ
（
福
野
）

評
議
員
（
地
区
会
長
）

　
　
〃

ク〃〃〃
海
野
ヒ
ロ
エ
（
寺
　
迫
）

関
野
ト
メ
ノ
（
鎌
瀬
）

篁
瀬
映
子
（
小
野
田
）

若
藤
カ
ズ
子
（
鶴
野
内
）

佐
藤
八
重
子
（
迫
野
内
）

ク〃〃〃〃
稲
田
和
子
（
八
重
原
）

小
川
ミ
ト
エ
（
田
　
野
）

藤
井
弘
子
（
羽
坂
）

中
沢
ヨ
シ
子
（
仲
　
深
）

柳
生
勝
代
（
越
表
）

◎
青
年
団
協
議
会

　
四
月
二
十
七
日
の
新
旧
役
員
会
で
新

執
行
部
が
選
出
さ
れ
、
昭
和
五
十
九
年

度
の
事
業
計
画
と
予
算
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
中
で
、
青
年
団
の
活
動
資
金
の

確
保
の
た
め
に
“
そ
う
め
ん
〃
　
“
蚊
と

り
線
香
”
の
販
売
を
六
月
上
旬
か
ら
行

う
よ
う
に
し
て
お
り
、
協
力
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
九
年
度
の
役
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。

会
長
高
尾
浩
二
（
福
瀬
）

副
会
長
黒
木
和
彦
（
寺
迫
）

　
〃
　
　
矢
野
順
子
（
小
野
田
）

会
計
寺
原
映
子
（
鶴
野
内
）

事
務
局
長
　
小
林
英
明
（
福
　
瀬
）

専
門
部

く
体
育
V
池
田
信
幸
（
迫
）
伊
東
綾
子
（
八
）

〈
文
化
V
広
島
治
（
仲
V
木
村
公
美
（
小
）

〈
産
業
〉
三
浦
辰
己
（
迫
）

〈
家
政
V
那
須
マ
チ
子
（
羽
）

地
区
会
長
　
黒
木
和
彦
（
寺
迫
）
小
林

　
英
明
（
福
瀬
）
糸
平
口
出
美
（
小
野
旧
）

　
平
野
徹
（
鶴
野
内
）
藤
栄
岩
見
（
迫
野

　
内
）
高
山
修
（
八
重
原
）
谷
［
哲
也

　
（
田
野
）
寺
原
勝
法
（
羽
坂
）
三
浦

　
力
蔵
（
仲
深
）
海
野
憲
明
（
越
表
）

交通事故の相談は

自動車保険請求

　　相談センターへ

砺　、
，

一

　
毎
日
の
よ
う
に
交
通
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
交
通
事
故
で
困
っ
て
い
る

方
や
、
保
険
の
請
求
等
で
相
談
し
た
い

方
は
、
お
気
軽
に
自
動
車
保
険
請
求
相

談
セ
ン
タ
ー
を
御
利
用
下
さ
い
。
専
門

の
相
談
員
や
、
弁
護
士
の
方
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
．
．
相
談
の
時

間
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
相
談
時
間

　
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
四
十
分
ま

　
で
へ
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）
第
二
土

　
曜
は
休
み

　
弁
護
士
相
談
日

　
第
一
．
…
木
曜
日
、
午
後
一
時
か
ら
午
後

四
時
ま
　
、
・

　
場
所

宮
崎
市
広
島
ニ
ノ
五
ノ
一
〇
　
朝
日
生

命
ビ
ル
三
階
　
宮
崎
調
査
事
務
所
内

　
宮
崎
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ

ー
電
話
0
9
8
5
－
2
8
－
1
1

Q
ゾ
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」



創善報とうこう

点
　
描　）三（

（33）

　
天
領
坪
谷
の
後
世
に
お
け
る
代
表
的

人
物
は
何
ん
と
言
っ
て
も
矢
野
力
治
さ

ん
で
あ
る
。
明
治
大
学
卒
業
、
弁
護
士

判
検
事
、
郡
会
議
員
噛
県
議
会
議
員
、

遂
に
東
郷
町
で
は
末
だ
か
っ
て
見
な
か

っ
た
国
会
議
員
に
当
選
、
政
治
功
績
そ

の
他
に
大
い
な
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で

す
。

　
昭
和
二
十
六
年
時
に
東
郷
町
で
牧
水

顕
彰
会
が
発
足
し
、
牧
水
顕
彰
の
具
体

的
事
項
に
着
手
せ
ん
と
し
た
時
、

「
牧
水
顕
彰
よ
り
も
矢
野
力
治
顕
彰
を
」

と
言
う
声
が
坪
谷
の
一
部
の
人
達
に
よ

っ
て
叫
ば
れ
た
事
が
あ
り
ま
す
。

「
さ
も
あ
ら
ん
」
と
私
も
顕
彰
会
の
一

員
と
し
て
感
じ
と
っ
た
こ
と
を
記
憶
し

て
い
ま
す
。
矢
野
力
治
さ
ん
が
、
天
領

気
風
を
よ
く
表
現
さ
れ
た
エ
．
ビ
ソ
ー
ド

は
幾
つ
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の
．
話

を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
国
会
議
員
に
当
選
さ
れ
た
昭
和
四
年

夏
五
年
置
頃
で
あ
り
ま
し
た
。
当
時
私

は
、
東
京
府
中
野
の
小
学
校
教
員
を
し

て
い
ま
し
た
。
或
日
、
朝
日
新
聞
の
国
会

記
事
面
に
大
き
く
マ
ン
ガ
が
出
て
い
ま

し
た
．
、
　
「
矢
野
力
治
陣
笠
代
議
士
の
大

奮
闘
ぶ
り
」
と
の
見
出
し
で
大
き
く
ゲ

ン
コ
ツ
を
振
り
上
げ
て
、
反
対
党
の
陣

笠
達
に
殴
り
か
け
を
や
っ
て
い
る
見
事

な
マ
ン
ガ
で
あ
り
ま
し
た
．
．
私
は
同
僚

達
に
「
こ
の
矢
野
代
議
士
は
私
の
郷
里

だ
よ
エ
ラ
イ
だ
ろ
う
己
と
吹
聴
し
た
も

も
の
で
す
。

　
郵
便
局
長
を
さ
れ
て
い
た
那
須
九
市

さ
ん
は
、
村
会
議
員
、
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
堂
々
た
る
体
格
で
二
二
論
風
発
、

人
を
圧
す
る
風
格
を
感
じ
さ
せ
る
人
物

で
あ
り
ま
し
た
。
村
議
会
に
於
て
も
、

「
方
の
領
袖
で
如
何
に
も
天
領
風
上
に

育
っ
た
那
須
九
市
さ
ん
ら
し
い
方
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
現
在
生
き
て
い
る
人
で
天
領
気
質
を

そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
人
は
、
何
ん
と

い
っ
て
も
日
高
郡
司
さ
ん
で
し
・
φ
う
。

　
八
十
六
歳
の
高
齢
に
な
っ
て
も
那
須

九
市
さ
ん
同
様
、
言
論
風
発
大
き
い
声

で
「
そ
り
ぬ
．
い
か
ん
．
」
　
「
あ
れ
は
よ
か

っ
た
已
と
か
大
き
い
口
を
開
い
て
叫
ん

あ
な
た
も
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
〃
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
育
林
推
進
テ
ー
マ
・
標
語
募
集

　
宮
崎
県
で
は
、
県
政
の
重
要
施
策
と

し
て
推
進
し
て
き
た
拡
大
造
林
の
成
果

に
よ
り
、
増
大
し
た
人
工
林
の
育
林
を

推
進
す
る
た
め
、
森
林
所
有
者
等
の
林

業
関
係
者
に
親
し
み
や
す
い
テ
：
マ
・

標
語
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
ず
、
．

▽
応
募
部
門
と
応
募
点
数

　
口
、
テ
ー
マ
の
部
　

「
人
二
点
以
内

　
O
、
標
語
の
部
　

一
人
一
二
点
以
内

▽
応
募
作
品
　
卜
圧
字
程
度
の
簡
明
で

で
い
る
か
の
様
で
す
。
郡
司
さ
ん
の
母

は
矢
野
力
治
さ
ん
の
妹
さ
ん
で
し
た
、
．

こ
の
母
は
「
力
治
さ
ん
よ
り
偉
か
っ
た

よ
」
と
、
郡
司
さ
ん
は
私
に
お
っ
し
ゃ

っ
た
．
．
又
、
郡
司
さ
ん
は
母
の
昔
の
面

影
を
思
い
浮
べ
た
様
に
敬
慕
の
情
を
表

し
て
も
い
ら
れ
た
。
郡
司
さ
ん
は
あ
ま

り
人
を
褒
め
る
人
で
は
な
か
っ
た
が
、

よ
ほ
ど
母
は
偉
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
郡
司
さ
ん
が
二
十
四
・
互
歳
の
頃
代

用
教
員
を
し
て
い
た
。
そ
の
当
時
長
髪

を
し
て
い
た
の
で
余
程
変
り
も
の
で
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
伯
父
の
力
治
さ
ん

か
ら
「
そ
の
長
髪
を
切
れ
．
．
濫
．
r
校
の
先

生
た
る
も
の
が
1
己
と
や
ら
れ
た
。
郡

司
さ
ん
は
断
固
と
し
て
聞
き
入
れ
な
か

っ
た
そ
う
で
す
．
、

　
以
上
人
物
を
通
し
て
の
天
領
坪
谷
気

質
の
．
部
を
述
べ
ま
し
た
が
、
藩
領
山

陰
あ
た
り
と
の
交
流
や
、
H
常
生
活
面

と
か
に
、
他
地
区
と
異
な
っ
た
珍
ら
し

い
挿
話
は
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
．
、

　
東
郷
町
社
会
教
育
委
員

　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

　
親
し
み
や
す
い
も
の

▽
応
募
資
格
　
林
業
関
係
の
職
務
に
携

　
わ
る
者
で
、
作
品
は
自
作
に
限
る
。

▽
応
募
方
法
　
官
製
ハ
ガ
キ
等
に
応
募

　
部
門
と
作
品
及
び
住
所
・
氏
名
・

　
年
齢
・
勤
務
先
を
明
記
す
る
、
．

▽
問
合
せ
及
び
送
り
先
　
東
郷
町
役
場

　
農
林
課

▽
応
募
期
限
昭
和
5
9
年
6
月
1
5
日
ま
で

牧
水
と
坪
谷
胴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
夏
休
等
帰
省
中
の
作
歌

　
夏
休
み
、
冬
休
み
、
春
休
み
の
帰

省
中
に
牧
水
は
五
十
余
目
作
歌
し
て

い
ま
す
。
そ
の
内
の
数
首

・
年
た
ち
し
十
．
戸
の
村
の
曙
を
村
に

　
。
つ
の
鐘
高
う
鳴
る

・
こ
こ
暫
し
相
見
む
事
も
な
か
る
べ

　
し
せ
め
て
声
あ
れ
故
郷
の
山

・
着
た
き
て
家
び
と
つ
ど
ふ
夜
の
炉

　
に
老
い
し
母
君
よ
く
語
り
ま
す

・
峯
に
ね
て
弔
．
苫
に
F
界
は
見
え
ず
な

　
り
ぬ
た
だ
親
し
き
は
星
の
ま
た
た

　
き
〔
尾
鈴
山
に
夜
泊
し
て
）

。
行
き
暮
れ
て
む
し
ろ
を
夜
具
の
炭

　
小
屋
に
炭
の
枕
よ
鳴
く
時
鳥

・
窪
し
の
ぎ
し
の
ぎ
鞍
つ
青
葉
由
青

　
葉
に
白
し
．
す
ち
の
滝

　
一
か
日
の
旅
で
の
作

・
幾
た
び
か
寝
ざ
め
あ
や
し
き
山
の

宿
の
固
き
枕
に
秋
の
．
き
く
〔
神
門
）

・
行
き
つ
く
せ
ば
浪
主
目
や
か
に
う
ね

　
り
ゐ
ぬ
山
桜
な
ど
咲
き
初
め
し
町

　
　
　
　
　
　
　
　
巽
々
津
）

・
海
に
あ
び
て
帰
る
松
原
末
遠
く
育

葉
若
薫
に
白
雨
の
降
る
（
都
農
）

・
さ
ま
ざ
ま
の
思
ひ
せ
ま
り
て
枯
野

路
の
宿
も
う
れ
し
き
友
を
訪
ふ
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
代
）

大
呂
．
r
時
代
夏
休
み
帰
省
中
の
牧
水

牧
水
は
早
稲
田
大
学
時
代
は
明
治

塩
　
月
儀
市

．
．
、
ト
ペ
年
、
三
卜
九
年
、
四
＋
年
の

夏
休
み
に
帰
省
し
て
い
ま
す
。

　
明
治
二
一
十
八
年
目
夏
休
み

　
牧
水
は
六
月
に
高
等
予
科
の
課
程

を
無
事
に
卒
え
て
初
め
て
七
月
一
B

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

に
希
省
し
ま
し
だ
．
．

．
ふ
る
さ
と
や
桃
輝
紅
の
実
を
つ
け

　
て
ぶ
ら
ぶ
れ
人
の
我
む
か
へ
け
り

・
露
自
う
蓮
の
香
ま
よ
ふ
あ
さ
月
夜

　
あ
を
鷺
多
き
水
の
村
か
な

・
父
と
い
ね
母
と
起
き
い
つ
る
故
郷

　
の
物
的
に
多
き
時
鳥
か
な

・
ほ
と
と
ぎ
す
喘
く
な
る
山
の
大
木

　
に
斧
を
振
へ
ば
霧
青
う
降
る

　
こ
の
数
首
の
歌
は
帰
省
中
の
作
で

あ
り
ま
す
．
、
牧
水
の
遊
…
　
．
r
の
た
め
家

の
経
済
が
．
層
苦
し
く
な
っ
た
こ
と

を
母
よ
り
・
　
、
・
き
、
学
資
を
貸
し
て
く

れ
る
人
を
求
め
　
延
岡
辺
ま
で
出
か

け
る
な
ど
心
を
労
す
る
こ
と
の
多
い

夏
休
み
で
し
た
…

　
明
治
．
．
．
十
九
年
の
夏
休
み

　
六
月
末
に
帰
省
の
途
に
つ
き
神
戸

よ
り
汽
船
で
細
島
に
上
陸
し
、
友
の

た
め
再
び
神
戸
に
引
き
返
し
、
再
び

細
島
に
帰
っ
て
来
る
と
偶
然
に
も
親

友
の
平
賀
謬
郊
に
出
逢
い
ま
し
た
。

そ
し
て
以
前
か
ら
知
り
合
い
の
女
子
大
生
の

日
高
ピ
ア
と
．
一
天
で
細
島
海
岸
を
散
歩
し
て

そ
の
B
の
争
後
三
省
し
ま
し
た
。
⊃
づ
（
〕

回報とうこうの

圓囮画
　
町
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
の
文
化
講
演
会

の
一
環
と
し
て
、
東
京
本
牧
亭
か
ら
落
語
や
浪

曲
な
ど
有
名
タ
レ
ン
ト
を
招
き
、
寄
席
名
人
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
　
“
な
ま
”
の
公
演
に

接
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
多
数
の
こ
来
聴
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

▽
期
　
日

　
　
　
6
月
7
日
　
午
後
7
時
～
1
0
時

▽
場
所
中
央
公
民
館

▽
出
演
者

声
帯
模
写

落浪落漫奇講

妻五
口口

曲圭五
口口

才術数

二三鈴桜
　　，々

　三舎井
長
↓虎弓

造風郎

歌
は
ち
（
日
向
市
出
身
）

リ
ー
ガ
ル
　
天
才

リ
ー
ガ
ル
　
秀
才

花
　
島
　
世
津
子

宝
　
井
琴
柳

▽
入
場
料

　
大
人
（
高
校
生
以
上
）
二
、
○
○
○
円

　
　
　
　
　
　
　
（
う
ち
一
、
○
○
○
円
は
町
が
助
成
）

　
小
・
中
学
生
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
円

※
入
場
券
は
、
各
地
区
の
青
年
団
・
婦
人
会
、
．

　
及
び
小
野
田
の
宮
崎
日
日
新
聞
販
売
所
で
取

　
り
扱
い
を
し
て
い
ま
す
。

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
が
、
次
の
と
お

り
実
施
さ
れ
ま
す
。

一、

Y
当
者

　
　
満
3
歳
以
上
～
6
歳
未
満
一

二
、
接
種
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
入
学

　
ま
で
に
基
礎
免
疫
を
つ
け
て
お
く
必

　
要
が
あ
る
た
め
、
一
年
目
に
二
回

（
初
回
免
疫
）
翌
年
に
一
回
（
追
加
免

　
疫
）
受
け
る
こ
と
。

一二

A
接
種
上
の
注
意

　
　
ア
レ
ル
ギ
ー
・
け
い
れ
ん
体
質
、

　
及
び
B
C
G
・
ポ
リ
生
ワ
ク
チ
ン
な

　
ど
の
生
ワ
ク
チ
ン
接
種
か
ら
一
ヶ
月

　
を
過
ぎ
て
い
な
い
幼
児
は
接
種
で
き

　
ま
せ
ん
。

四
、
日
　
程

該当区　　　目　　日 時　間 場　所

寺
　　1回　6目19日追一一一　　一 14時～

2回　6月28日 14時3り分
寺迫公民館

仲 深・坪谷…1回6月20日
14時30分～

@　15時　　　一

坪谷保育所　　　　　　「．『z表・下渡川　　　　　　　2回．6目29日

@　　　　　↓

13時40分～

@14時10分

福瀬・小野田…1回　6月26日鶴野内・迫野内一　一

八重原。田野．2回！7月4日
14時～15時 中央公民館

　
小
・
中
…
　
．
†
校
に
つ
い
て
も
次
の
と
お

り
実
施
さ
れ
ま
す
。

一、

Y
当
者

　
○
小
学
校
　
一
・
三
・
五
年
生

　
○
中
学
校
　
　
∴
二
年
生

二
、
接
種
h
の
注
意

　
　
ア
レ
ル
ギ
ー
・
け
い
れ
ん
体
質
、

　
接
種
当
日
に
体
調
の
不
調
の
者
は
、

　
医
師
の
指
示
を
受
け
る
こ
と
。

三
、
日
　
程

越 寺 東 坪　　坪 東　1 福
表 迫 郷 谷　　谷 郷 瀬 子
小 小 小 中　　小 中　1 ・」・ 校

f㌦

Z　　一　．　　　．　．

学
校

　≠
@校一一．　．

F∫＝　　＝昇

Z　　校

学校　1 学
校

名

6 6 6 6 ．L U一寸一
6

月 月 月 月 月　， 月
月

20 19 15 14 13　1 12

日 日 日 日 日 日
日

13

桙
S
5

14

桙
S
0

13

桙
S
5

14　113
@　i時時30　145

…
農
「
’
4
　
～ 時

～ 時
分
～
1
4

分
㌔
1
5

分
ユ
4

分　「分l　I　～

P5　　14

I
l
剰
1

酵
4
0

時 時 時 時　　時 分 問10 3〔．｝ 20

分 分 分
1

少
年
を
非
行
か
ら
守
ろ
う

　
今
年
一
月
か
ら
四
月
ま
で
の
非
行
等

の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
今
の
と
こ
ろ
町

内
で
の
少
年
に
よ
る
非
行
事
案
の
発
生

は
み
て
い
ま
せ
ん
が
、
日
向
警
察
署
管

内
で
は
、
万
引
き
、
自
転
車
盗
な
ど
刑

法
犯
少
年
四
十
名
が
補
導
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
補
導
の
傾
向
を
み
る
と
、

　
、
高
校
生
の
非
行
が
目
立
っ
て
い
る

　
　
四
十
名
中
十
七
名
を
占
め
、
昨
年

　
に
比
較
す
る
と
、
一
二
・
七
倍
に
増
え

　
て
い
ま
す
。

．
、
万
引
き
、
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ

　
盗
な
ど
初
発
型
非
行
が
多
く
な
っ
て

　
お
り
、
全
体
で
二
十
一
名
を
占
め
て

　
い
る
。

三
、
中
学
生
の
家
出
が
多
い
。

　
　
家
出
少
年
は
二
卜
九
名
で
、
昨
年

　
に
比
べ
十
一
名
増
え
て
い
る
。
う
ち

　
十
五
名
が
中
呂
．
r
生
で
あ
る
。

　
飲
酒
、
喫
煙
、
夜
間
外
出
、
不
良
と

の
交
際
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
、
駐
在

所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

警
察
官
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
し
あ
わ
せ
な
郷
土
を
築
く
た
め
に
。

　
警
察
官
は
、
青
春
の
日
の
熱
き
正
義

と
理
想
を
燃
や
す
の
に
ぴ
っ
た
り
の
職

業
で
す
．
．
な
ぜ
な
ら
、

▼
社
会
的
貢
献
度
が
高
く
、
や
り
が
い

　
の
あ
る
男
ら
し
い
職
業

▼
実
力
本
位
で
、
努
力
が
真
に
実
を
結

　
ぶ
職
業

▼
将
来
性
が
あ
り
、
生
活
の
安
定
が
保

　
障
さ
れ
て
い
る
職
業

　
だ
か
ら
で
す
。

　
東
郷
町
出
身
の
警
察
官
も
多
く
い
ま

す
。
大
学
卒
業
者
に
つ
い
て
は
、
六
月

一
日
か
ら
受
付
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
山
陰
・
坪
谷
駐
在
所
へ

　
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



別町上とうこう

お
し
ら
せ

F
な
宝

｝
漿
”

耀
1か■

♂
夏　至
6月21日

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
国
鉄
・
電
工

公
社
な
ど
の
仕
事
、
県
や
町
の
仕
事
に

対
す
る
苦
情
・
要
望
な
ど
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
当
日
以
外
は
自
宅
で
受
付

け
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
遠
慮

な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
6
月
1
9
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
　
　
東
郷
町
仲
深

　
　
　
行
政
相
談
委
員
　
山
口
俊
一

心
配
ご
と
相
談

　
次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な

ど
ど
ん
な
こ
と
で
も
遠
慮
な
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
員
（
民
生
委

員
）
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎
週
火
曜

日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
宅
で
開
設
し

て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。▽

日
時
　
6
月
1
9
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

壮
年
学
級
参
加
者
の
募
集

　
急
激
に
変
化
す
る
社
会
情
勢
の
中
で
、

壮
年
層
に
対
す
る
社
会
の
担
い
手
と
し

て
の
期
待
と
責
任
は
ま
す
ま
す
大
き
く
、

か
つ
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た
社

会
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
の
知
識
の
習

得
と
、
意
識
の
確
立
を
目
ざ
す
た
め
に

次
の
と
お
り
壮
年
学
級
を
開
設
し
ま
す
。

　
多
数
の
ご
参
加
を
。

▽
対
象
者

　
　
4
0
歳
か
ら
6
5
歳
ま
で
の
男
子

▽
開
設
日
程

　
　
昭
和
5
9
年
6
月
か
ら
6
0
年
3
月
ま

　
　
で
6
回
開
設

▽
内
容

　
O
政
治
・
行
政
に
つ
い
て
1
1
町
政
、

　
　
税
金

　
口
地
域
に
お
け
る
役
割
”
地
域
の
指

　
　
導
者
と
し
て

　
口
高
齢
前
期
の
学
習
1
1
健
康
・
福
祉

　
　
の
知
識

　
四
】
般
教
養

　
そ
の
他
、
視
察
な
ど
が
予
定
さ
れ
て

　
い
ま
す
。

▽
開
設
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
申
し
込
み
方
法

　
6
月
2
0
日
ま
で
に
町
教
育
委
員
会

　
（
社
会
教
育
係
）
へ
申
し
込
ん
で
く

　
だ
さ
い
。

文
化
遺
産
の
調
査
に

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　
私
た
ち
の
東
郷
町
に
は
、
祖
先
が
残

し
た
数
多
く
の
文
化
遺
産
が
現
存
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
中
か
ら
、
県
指
定
四
を
含

み
町
の
文
化
財
と
し
て
三
十
九
を
指
定

し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て

い
な
い
古
い
墓
石
や
、
板
碑
、
石
塔
な

ど
が
現
存
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
調
査

を
行
う
た
め
資
料
を
集
め
て
い
ま
す
の

で
、
多
く
の
情
報
の
提
供
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

▽
連
絡
先
　
東
郷
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
電
話
　
二
一
一
一

羽
坂
不
燃
物
処
理
場
の

　
　
　
　
　
利
用
に
つ
い
て

　
羽
坂
不
燃
物
処
理
場
に
つ
い
て
は
、

従
来
い
つ
で
も
開
放
し
利
用
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
九

年
度
か
ら
、
毎
月
第
三
日
曜
日
（
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
）
に
限
っ

て
開
放
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
役
場
住
民
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

母
集
団
検
診

　
胃
集
団
検
診
は
、
四
十
歳
以
上
の
男

女
を
対
象
と
し
て
五
月
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
が
六
月
は
次
の
と
お
り
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
対
象
者
は
全
員
受
検
し

病
気
の
早
期
発
見
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

▽
6
月
－
日
　
中
央
公
民
館

▽
6
月
4
日
　
福
瀬
公
民
館

▽
6
月
5
日
　
日
向
農
協
寺
迫
支
所

　
受
付
は
、
い
ず
れ
も
7
時
3
0
分
か
ら

　
8
時
3
0
分
ま
で
で
す
。

母
子
健
康
相
談

▽
期
日

▽
場
所

▽
受
付

▽
対
象

6
月
2
6
日

老
人
福
祉
館

9
時
3
0
分
～
1
0
時

妊
婦
及
び
乳
児
（
3
・
6
・

12

P
月
児
）

※
母
子
手
帳
を
忘
れ
ず
に

一
般
健
康
相
談

ζ］o

　ワ

ﾈ］o

⊆］〔フ

ｾ
q
ワ
旧
く
］
〔
フ

　
　
　
　
　
四
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
名

新
本
祐
希

川
越
　
敦

修真父
　　の
作人名

鶴鶴住
野野
内内所

▽
期
日

▽
場
所

▽
受
付

▽
対
象

▽
内
容

6
月
1
6
日

老
人
福
祉
館

9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

40

ﾎ
以
上
の
男
女
（
町
内
金

目
）検

尿
・
血
圧
測
定
・
保
健
指

導
な
ど
。

善
意
の
と
も
し
び

結
婚
お
め
で
と
う

三寺寺那那谷
氏

浦原原須須［

晴
　
夫

な
お
み

　
　
登

眞
知
子

　
　
稔

由
美
香

名

住
　
所

小
野
田

小
野
田

坪
　
谷

日
向
市

坪
　
谷

坪
　
谷

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
に
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
．
．

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
小
野
田
の
畝
原
光
義
さ
ん
か
ら

　
（
巌
さ
ん
・
8
2
歳
ご
死
去
）

◎
羽
坂
の
清
水
尉
さ
ん
か
ら

　
（
嘉
作
さ
ん
・
8
7
歳
ご
死
去
）

◎
低
唱
の
小
林
理
教
さ
ん
か
ら

　
（
マ
ツ
ヱ
さ
ん
・
7
9
歳
ご
死
去
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

卜［　マ青　妾斤　／」、藏

斐水名林口氏
　　アワ
謙婬毒名

年
　
齢

49876579　1

羽羽小福小住
　　野　 野

坂坂田瀬田所

禰
講

一まちのうごき一一「

・6・・…ト
　3，073ノ＼（一十一8）1

「
険

α3，334ノ㌦（女

世帯　1，772戸（十12）

59年5月1日現在

〉：ま女才自打月上ヒ
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